
記述数学 05 国公立大２次対策

05-1 <標準～東北大文系> (数ⅡＢまで) ～解答時間25分～

正の定数 aに対して３点Ａ(0, a), Ｂ(a, 0), Ｃ(a, a)

をとる。線分ＯＢ上の点Ｐ(t, 0)と線分ＢＣ上の点Ｑ
において、∠ＡＰＱ＝90°が成り立つとき、次の問い

に答えよ。ただし、0＜ t＜ aとする。

(1) △ＰＢＱの面積Ｓを aと tを用いて表せ。
(2) Ｓの最大値とそのときの tの値を aを用いて表せ。

[佐賀大]

05-2 <標準～医学部・東北大理系> (数ⅡＢまで) ～解答時間25分～

１個のさいころを投げて、出た目が偶数ならば出た目の半分の数を得点とし、出

た目が奇数ならば出た目の数を得点とする。さいころをｎ回投げたときの得点の

合計を考える。例えば、さいころを３回投げて出た目が 2, 3, 6 のとき、得点の合

計は ＋3＋ ＝7 である。このとき、次の確率を求めよ。

(1) さいころを２回投げたとき、得点の合計が６になる確率。

(2) さいころを４回投げたとき、得点の合計が10になる確率。

(3) さいころを４回投げて、２回目に５または６の目が出たとき、得点の合計が

10になる確率。
[徳島大]

05-3 <標準～医学部・東北大理系> (数学Ⅲ) ～解答時間25分～

複素数平面上に異なる３点Ａ(α), Ｂ(β), Ｃ(1)があり、条件

3α２＋β２－6α－2β＋4＝0

αβ≠0

|α－1|＝1

を満たしている。次の問いに答えよ。

(1) を求めよ。

(2) 三角形ＡＢＣの面積を求めよ。

(3) ３点Ｃ(1), Ｄ( ), Ｅ( )が一直線上にあるとき、αを求めよ。

[横浜国立大]
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